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分子硬組織生物学分野 
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1. 増山律子  骨代謝における脂溶性ビタミン（A, D, E, K）の関与 内分泌・糖尿病・代謝内科 38-44, 2017 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

伊藤公成・教授 editorial board  Gene 

増山律子 
・准教授 

editorial board Journal of Bone and Mineral Metabolism 

増山律子 
・准教授 

広報委員会委員 日本骨代謝学会 

増山律子 
・准教授 

あり方委員会委員 日本骨代謝学会 

増山律子 
   ・准教授 

男女共同参画推進委員会委員 日本内分泌学会 

増山律子 
・准教授 

科学技術専門家ネットワーク・専門調査員 文部科学省 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

伊藤公成・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
遺伝子改変マウスを用いた骨肉腫発症メカ

ニズムの解明 

伊藤公成・教授 長崎大学 代表 長崎大学重点研究課題 
間葉系細胞の腫瘍化機構の解明～がん化の

普遍的な分子基盤の解明をめざして～ 
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増山律子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
カルシウム代謝のロバスト性を生み出す腸

上皮感知－自律性吸収制御系の解明 

増山律子 
・准教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽） 
エクソソーム ATP 応答を基軸とした超初期

石灰化の臓器向性研究 
増山律子 

・准教授 
長崎大学 構成員 長崎大学重点研究課題 

間葉系細胞の腫瘍化機構の解明～がん化の

普遍的な分子基盤の解明をめざして～ 
増山律子 

・准教授 
日本学術振興会 分担 基盤研究（S） 

Runx2 遺伝子の転写制御機構の解明と、骨粗

鬆症・変形性関節症治療薬の開発 
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伊藤公成・教授 がん遺伝子の転写調整領域 2017年 6月 16日  特願 2017-119159 

 


